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財　　政

６２億８,４００万円

③公債費（11.0%）

⑤教育費（7.6%）
②民生費（19.5%）

⑩商工費（2.9%）

⑧諸支出金（4.4%）

⑨消防費（4.3%）

⑥衛生費（5.5%）

⑦土木費（13.3%）

⑬予備費（0.1%）

①総務費（25.2%）

④農林水産業費（4.8%）

⑫議会費 (1.2%)

歳出
62億8,400万円

⑪災害復旧費（0.2%）

主な歳出項目

①総務費

②民生費

③公債費

④農林水産業費

15億8,239万円

12億2,794万円

6億9,061万円

3億   84万円

町の行政、財産、企画、地籍、光ファイバー、ＳＤＧｓ推進、税、選挙など

の経費

福祉向上、障がい者・老人・児童福祉のための経費

借入金の返済のための経費

⑤教育費 4億8,054万円 学校管理、教育振興、生涯学習、図書室、文化財保護、体育施設などの経費

⑥衛生費 3億4,383万円 各種検診、予防接種、し尿・ごみ処理等のための経費

⑦土木費 8億3,436万円 町道維持管理・新設改良、住宅管理などの経費

⑧諸支出金 2億8,048万円 特別会計（国保・介護・後期高齢）への拠出金

⑨消防費 2億6,801万円 消防団、災害対策などの経費

⑩商工費 1億8,171万円 鍋ヶ滝公園、地域エネルギー、商工・観光振興などの経費

⑪災害復旧費 1,230万円 災害復旧のための経費

⑫議会費 7,599万円 議会の運営経費

⑬予備費 500万円 予定外の支出および予算を超過した支出へ対応するために準備しておく費用

中山間地域等直接支払、多面的機能支払、家畜改良、有害鳥獣対策、

間伐材利用促進などの経費



3
OGUNI 2026.4

財　　政

令和８年度　小国町一般会計予算
①町税（10.4%）

②分担金及び負担金（0.2%）

⑧国庫支出金（9.3%）

⑨町債（7.3%）

⑩県支出金（6.6%）

⑪地方譲与税（1.9%）

⑫地方消費税交付金他（2.9%）

③繰越金（0.8%）

④繰入金（8.0%）

⑤使用料及び手数料
   (2.5%)

⑥諸収入他（8.1%）

⑦地方交付税 (42.0%)

自主財源 (30.0%)

歳入
62億8,400万円

依存財源 (70.0%)

主な歳入項目

自主財源 18億7,976万円 町が自主的に収入することが出来る財源のこと

①町税 6億5,187万円 町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など

②分担金及び負担金 1,407万円 特定の事業に必要な経費を負担するもの

③繰越金 5,000万円 前年度から繰り越したお金のこと

④繰入金 5億   30万円 基金などから繰り入れるもの

⑤使用料及び手数料 1億6,051万円 町営施設などを利用した際に負担するもの

⑥諸収入他 5億  301万円 延滞金、雑入（コピー使用料、体育施設、自動販売機収入）など

依存財源 44億  424万円 国や県が定めた額を交付されたり、割り当てられたりする収入のこと

⑦地方交付税 26億4,000万円 国が、町の様々な状況に応じて交付するもの

⑧国庫支出金 5億8,564万円 国から事業を行うために交付されるもの

⑨町債 4億6,060万円 事業を行うために借り入れるもの

⑩県支出金 4億1,319万円 県から事業を行うために交付されるもの

⑪地方譲与税 1億2,161万円

1億8,320万円

国や県で集めた税金を法令で定められた方法で配布され町へ交付されるもの

⑫地方消費税交付金他 国や県で集めた税金を法令で定められた方法で配布され町へ交付されるもの
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施政方針

　

令
和
８
年
３
月
小
国
町
議
会
定
例
会
で
、

渡
邉
誠
次
町
長
が
令
和
８
年
度
施
政
方
針
を

述
べ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

<
予
算
方
針
>

　

令
和
８
年
度
当
初
予
算
は
、
国
庫
補
助
金

等
の
特
定
財
源
の
歳
入
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
義
務
的
経
費
以
外
の
経
費
の
削
減
に

徹
底
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
町
の
更
な
る
成

長
と
発
展
に
向
け
工
夫
を
重
ね
て
編
成
予
算

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
、
有
効
か
つ
将
来
を
見

据
え
た
予
算
計
上
と
し
て
お
り
ま
す
。

【
総
務
課
】

▼
デ
ジ
タ
ル
行
政
改
革
の
推
進

　

庁
舎
内
Ｄ
Ｘ
を
更
に
推
進
し
、
行
・
財
政

の
シ
ス
テ
ム
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
の
利
便
性
向
上
及
び
職
員
の
事
務

効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
度
中
に
公
会
計
シ
ス
テ

ム
を
更
改
し
、
電
子
決
裁
を
可
能
と
す
る
こ

と
で
更
な
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
り
ま

す
。

▼
防
災
消
防
機
能
強
化

　

消
防
ポ
ン
プ
車
と
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き

積
載
車
を
更
新
し
ま
す
。

▼
財
産
管
理

　

固
定
資
産
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
町

有
資
産
の
適
正
な
管
理
を
行
い
、
遊
休
地
の

有
効
活
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
情
報
政
策
課
】

▼
地
方
創
生

　

「
第
６
次
小
国
町
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、

目
指
す
べ
き
町
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
の
施

策
を
推
進
す
る
ほ
か
、「
第
３
期
小
国
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
実

行
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と
進
行
管
理
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ニ
シ
ザ
ト
テ
ラ
ス
を
拠
点
施
設
と
し
て
、

地
域
の
交
流
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
情
報
発
信
を
行
い
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

▼
地
域
公
共
交
通

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行
及
び
南
小
国

町
と
の
連
携
に
よ
り
両
町
で
利
用
す
る
路
線

バ
ス
と
に
じ
バ
ス
、
小
国
郷
ラ
イ
ナ
ー
の
運

行
を
柱
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
納
税

　

多
く
の
方
に
寄
附
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
魅
力
的
な
返
礼
品
の
充
実
や
多
数
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
寄
附
額
の
増
加

を
目
指
し
ま
す
。

▼
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
(
地
熱
資
源
)

　

「
小
国
町
地
熱
資
源
の
適
正
活
用
に
関
す

る
条
例
」
の
適
切
な
運
用
、
そ
し
て
地
熱
事

業
者
と
町
と
で
組
織
す
る
「
小
国
町
地
熱
資

源
活
用
協
議
会
」
の
活
動
に
よ
り
、
適
切
な

規
模
と
手
法
に
よ
る
開
発
を
推
進
し
、
環
境

保
全
と
経
済
活
動
の
両
立
を
目
指
し
ま
す
。

▼
情
報
発
信

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ

エ
ム
放
送
、
屋
外
放
送
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
使
っ
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
住
民
へ
の
円
滑
な
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
時
の
対
応
等
が
適
正
に
行
え

る
よ
う
に
設
備
の
管
理
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

【
産
業
課
】

▼
農
業
振
興

　

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
」

と
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
」
に
継

続
し
て
取
り
組
み
、
持
続
的
な
農
業
経
営
の

支
援
と
中
山
間
地
域
の
集
落
営
農
と
農
村
集

落
の
維
持
保
全
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

▼
担
い
手
対
策

　

農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化
な
ど
に
よ

る
農
業
担
い
手
不
足
の
対
策
と
し
て
、
国
の

事
業
を
活
用
し
て
新
規
就
農
者
に
対
し
て
一

定
期
間
の
支
援
を
行
い
、
担
い
手
を
育
成
し

て
い
き
ま
す
。

▼
有
害
鳥
獣
対
策

　

農
作
物
へ
の
被
害
防
止
を
目
的
と
し
た
電

気
牧
柵
や
金
網
柵
設
置
な
ど
の
侵
入
防
止
資

材
等
を
対
象
と
し
た
「
有
害
鳥
獣
防
除
柵
設

置
事
業
」
の
実
施
や
、
捕
獲
に
よ
る
個
体
数

の
減
少
に
努
め
、
防
除
と
駆
除
の
両
面
か
ら

被
害
防
止
を
目
指
し
ま
す
。

▼
林
業
振
興

　

森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
て
、
各
事

業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

林
業
の
担
い
手
に
つ
い
て
も
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
人
親
方
の
福
祉
の
向
上
や
労

働
環
境
の
改
善
の
た
め
の
支
援
事
業
な
ど
を

含
め
て
、
森
林
組
合
と
協
力
し
、
林
業
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
商
工
観
光
振
興

　

引
き
続
き
北
里
柴
三
郎
博
士
の
顕
彰
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

観
光
全
体
と
し
ま
し
て
今
年
度
も
、Ａ
Ｓ

Ｏ
お
ぐ
に
観
光
協
会
を
軸
と
し
た
町
内
観
光

地
の
振
興
に
加
え
、
観
光
Ｄ
Ｘ
計
画
策
定
に

よ
り
観
光
情
報
の
集
約
と
観
光
客
の
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
予
防
解
消
の
施
策
検
討
を
行
い
ま
す
。

【
建
設
課
】

▼
道
路
改
良
等

　

道
路
改
良
工
事
等
を
有
利
な
補
助
金
を
活

用
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
事
業
と
し
て
鍋
ヶ
滝

公
園
に
つ
き
ま
し
て
も
整
備
し
、
バ
イ
パ
ス

の
建
設
も
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。



5
OGUNI 2026.4

施政方針

　

ま
た
、
橋
梁
点
検
を
は
じ
め
道
路
の
適
正

な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
住
宅
管
理

　

老
朽
化
し
た
住
宅
の
解
体
撤
去
及
び
柏
田

団
地
・
関
田
団
地
の
照
明
改
修
工
事
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

【
税
務
住
民
課
】

▼
税
務
・
徴
収
業
務

　

地
方
自
治
の
基
盤
で
あ
る
税
収
を
確
保
す

る
た
め
、
適
正
な
課
税
と
公
平
で
確
実
な
徴

収
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
住
民
の
理
解
と

信
頼
を
大
切
に
し
た
税
務
行
政
を
推
進
し
ま

す
。

▼
戸
籍
・
住
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス

　

戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
各
種

届
出
や
異
動
処
理
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
事

務
を
正
確
か
つ
迅
速
に
遂
行
す
る
と
と
も

に
、
住
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

▼
地
籍
調
査

　

大
字
上
田
の
一
部
及
び
大
字
北
里
の
一
部

に
お
い
て
、
一
筆
地
調
査
及
び
測
量
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

▼
人
権
啓
発

　

す
べ
て
の
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
隣
保
館
交
流
促
進
事

業
、
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
人
権
啓
発
と
男
女
共
同

参
画
の
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

【
福
祉
課
】

▼
地
域
福
祉

　

住
民
相
互
の
支
え
合
い
機
能
を
強
化
し
、

誰
も
が
社
会
参
加
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

持
て
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
、
保
健
・
健
康
・
福
祉
・
医
療
等
の
関
係

機
関
の
連
携
を
強
化
し
支
援
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

▼
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
要
介
護
認
定

者
・
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
地
域
の
活
動
組
織
と

も
積
極
的
に
関
わ
り
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
健
康
で
よ
り
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
介

護
が
必
要
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

▼
児
童
福
祉

　

子
育
て
環
境
の
充
実
と
質
の
向
上
に
つ
い

て
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
子
世
帯
出
産
祝
金
、
医
療
費
助

成
等
、
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
な
負
担
軽

減
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

す
。

　

さ
ら
に
、
保
護
者
が
働
き
な
が
ら
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
一
時
預
か
り
事

業
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
充
実
を
図

り
、
乳
幼
児
期
か
ら
学
童
期
ま
で
、
切
れ
目

の
な
い
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

▼
健
康
づ
く
り
・
予
防
接
種

　

全
て
の
妊
産
婦
・
子
育
て
世
代
が
安
心
し

て
妊
娠
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
不
妊

治
療
に
対
す
る
助
成
や
妊
産
婦
健
診
、
乳
幼

児
健
診
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

住
民
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
、
歯
科
健
診
の

受
診
を
勧
奨
し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
重

症
化
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
健
康
寿
命

の
延
伸
と
医
療
費
の
適
正
化
を
目
指
し
ま

す
。

　

予
防
接
種
に
つ
い
て
も
、
接
種
体
制
の
充

実
及
び
接
種
機
会
の
確
保
に
務
め
、
あ
ら
ゆ

る
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
や
重
症
化
予
防
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

▼
保
育
園

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
心

身
共
に
健
康
で
安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
家
庭
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
育
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
延
長
保
育
や
一
時
預
か
り
の
充
実

に
よ
り
、
保
護
者
の
多
様
な
働
き
方
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
令
和
７
年
度
に
導
入
し
た

「
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
、

保
護
者
が
利
用
し
や
す
い
保
育
園
の
環
境
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
拠
点
で
は
保
護
者
の
子
育
て

に
関
す
る
不
安
や
悩
み
相
談
を
受
け
、
子
育

て
の
楽
し
さ
を
共
有
で
き
る
よ
う
育
児
支
援

を
行
い
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▼
学
校
教
育

　

学
び
の
保
障
と
学
力
向
上
、
国
際
化
、
情

報
化
に
対
応
す
る
教
育
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
、
施
設
整
備
な

ど
、
安
全
で
快
適
な
教
育
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
県
立
小
国
高
校
の
存
続
の
た
め
、

支
援
の
継
続
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
社
会
教
育

　

町
民
が
、
生
涯
学
習
、
人
権
教
育
、
読
書
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
え
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
部
活
動
の
地
域
連

携
・
地
域
展
開
を
休
日
だ
け
に
限
ら
ず
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

▼
文
化
振
興

　

文
化
祭
な
ど
町
民
の
文
化
芸
術
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
国
・
町
指
定
の
文
化
財

の
保
護
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
坂
本
善
三
美
術
館
で
は
、
小
・
中

学
生
の
鑑
賞
体
験
教
室
を
行
う
な
ど
、
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も

に
、「
小
さ
な
国
六
月
」
な
ど
国
際
芸
術
祭

と
地
域
の
文
化
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。
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話　　題

第５６回小国町ミニバレーボール大会

エフエム小国番組審議会

【優　勝】オグ２１　【３　位】愛好会チームＹＳ

【準優勝】オグ２２　【３　位】愛好会チームＤＪ

　　　　　　　　　　【敢闘賞】チームあきんどＡ

　２月２５日、第１２５回エフエム小国番組審議

会が開催されました。

今回は日曜日の番組「サンデーゆうステーション」

を中心にご意見を頂きました。

◎ラジオに関するご意見

　「エフエムのスタッフみんな一生懸命仕事して

くれている」

　「内山さんの喋りは本当に聞きやすい。安定し

ていて、適度な間が良い。経験もあるが準備も相

当しているんだろうなと分かる」

「知り合いがＬＩＮＥを送ったらすぐ読んでくれ

たと喜んでいた。喋りながらも気を配ってくれて

ありがたい」

「町外の人も聞いていて楽しいだろうし、インタ

ビューを受けている人も楽しそうなので、サン

デーは楽しい番組が出来ていると思う。」

　「最近は三浦ちゃんも喋りが安定してきた。町

の話題も取り入れていて良い」

◎テレビに関するご意見

　「おぐチャンの昔話のコーナーは良かった。昔

の話も深堀りしていて面白い。ああいう番組は良

いと思った」

　「昔話のコーナーは昔の杖立の賑やかな写真を

見て驚いた」

　「おぐチャンは町の話題が豊富で地域密着型で

良い」

　「番組の提案として『あの人は今？』みたいな

ものがあったら面白いんじゃないかと思う」

◎事務局から

　「あの人は今？」のようなコーナーだが、１月

に小国町出身の江藤直太郎くんの活躍を紹介した

際に小学生のときに取材していた映像が出て、評

判が良かったと聞いた。

　おぐチャンも開局から１５年近く経ち、過去の

取材のアーカイブが残っているのでそういう番組

もいいかもしれない。

　３月５日小国ドームで、小国町スポーツ推進委

員協議会主催の第５６回小国町ミニバレーボール

大会が開催され、１０チーム（約８０名）が参加

しました。

　寒い中での開催となりましたが、試合が始まれ

ば上着を脱ぐ選手が多くみられ、老若男女幅広い

世代よる熱戦が繰り広げられていました。

　今回の大会も、大きな力の差は見られず、最後

までどちらが勝つか分からない試合が多く展開さ

れていました。

　選手の皆さん、お疲れ様でした。

　結果は次のとおりです。

優勝した「オグ２１」の皆さん

えとうなおたろう
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話　　題

熊本興畜株式会社様から企業版ふるさと納税を頂きました

めぐるめぐみおぐに ～ＳＤＧｓの日～ 開催しました

　３月２日、小国町役場にて企業版ふるさと納税

の贈呈式が行われました。

　企業版ふるさと納税とは、国が認定した自治体

のプロジェクトに対して、企業が寄附を行うもの

で、令和３年度から引き続き、熊本興畜株式会社

（菊池市）様より小国町へ約７００万円の寄附を

いただきました。

　贈呈式では、熊本興畜株式会社様より小国町へ

寄附金の贈呈、小国町からは小国杉を使った記念

品を贈呈しました。

　熊本興畜株式会社様は、豚を一頭出荷するごと

に小国町に対し２００円の寄附をいただいており、

今回年間の出荷数に応じた金額を企業版ふるさと

納税にてご寄附いただきました。

　代表取締役の石渕様は、「今後も小国町に様々

な形で貢献ができたら。」と話されました。

　熊本興畜株式会社様のご厚意に感謝し厚く御礼

申し上げるとともに、いただいた寄附金は、町が

取り組む地方創生に活用させていただきます。

　３月２０日（金・祝）、ニシザトテラスにて

「めぐるめぐみおぐに～ＳＤＧｓの日～」が開催

されました。

　このイベントは小国町の人々が紡いできた特産

品や工芸などの文化を次世代に伝えながら、健

康・防災・自然環境など、町全体の持続可能性に

ついて楽しく考えることをテーマに開催されました。

　当日は町内外から約４００名の方にご来場いた

だき、学びや体験、出会いが「めぐる」１日とな

りました。

　ニシザトテラスでは皆さんがやりたいことや、

やってみたいことを応援するため、今後も様々な

活動を進めていきます。

右から

熊本興畜株式会社代表取締役・石渕様、小国町長
いしぶち

いしぶち

同時開催された西里ウキウキ健康ウォーキング

たくさんの人で賑わうマルシェの様子イベント関係者で集合写真
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福　　祉

　

令
和
８
年
１
月
19
日
か
ら
２
月
26
日
ま
で
、

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
週
２
回
の
運

動
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、

介
護
予
防
と
健
康
・
体
力
づ
く
り
に
つ
い
て

学
び
、
講
座
終
了
後
も
継
続
し
た
運
動
が
で

き
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
座
に
は
70
代
の
方
を
中
心
に
、
65
歳
〜

89
歳
の
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
健
康
講
話

で
健
康
づ
く
り
の
正
し
い
知
識
を
学
び
、
そ

の
後
は
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ

チ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
有
酸
素
運
動
と

そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
合
わ
せ
て
１
時
間
し
っ

か
り
体
を
動
か
し
、
終
了
時
は
毎
回
気
持
ち

い
い
汗
を
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

全
12
回
の
講
座
の
う
ち
、
２
回
は
「
正
し

い
姿
勢
・
歩
き
方
」
に
つ
い
て
学
び
、
実
際

に
ケ
ヤ
キ
広
場
周
辺
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
、

「
仲
間
と
話
を
し
な
が
ら
歩
く
の
も
気
持
ち

い
い
。
」
と
室
内
の
運
動
と
は
違
っ
た
感
想

を
持
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
同
士
の
交
流

が
深
ま
り
、
「
新
し
い
友
人
が
で
き
た
」
と

い
っ
た
声
や
「
運
動
す
る
こ
と
が
楽
し
く

な
っ
た
」
、
「
足
が
あ
が
る
よ
う
に
な
り
股

関
節
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
」
な
ど
、
運
動
の

効
果
を
感
じ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

講
座
を
き
っ
か
け
に
仲
間
と
運
動
を
続
け

た
い
方
は
、
令
和
６
年
３
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
自
主
活
動
「
筋
ト
レ
同
好
会
」
に
加
入

す
る
等
、
講
座
終
了
後
の
健
康
づ
く
り
の
輪

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
定
期
的
に
運
動
を
し
た
い
け
ど
な
か
な

か
１
人
で
始
め
ら
れ
な
い
」
「
家
で
で
き
る

運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
知
り
た
い
」
等
、
運
動
を

始
め
る
き
っ
か
け
に
講
座
等
へ
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢
者
の

日
常
生
活
の
困
り
ご
と
や
気
に
な
る
こ
と
な

ど
の
相
談
受
付
の
他
に
も
、
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
ど
ん
な
事
業
が
あ
る
の
か
知
り
た
い

な
ど
、
興
味
の
あ
る
方
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

小
国
町
役
場

福
祉
課
　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
６-

２
１
１
６

小
国
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
「
体
力
ア
ッ
プ
若
返
り
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
〜

小国町役場福祉課　介護保険係　☎ 46-2116

元気クラブカレンダー元気クラブカレンダー元気クラブカレンダー元気クラブカレンダー元気クラブカレンダー

※天候や感染症の状況によっては、

　やむを得ず中止する場合があります。

4/16 木
9:30 ～

13:30 ～

黒 渕 公 民 館

杖 立 温 泉 会 館

21 火
9:30 ～

13:30 ～

片 田 集 会 所

倉 原 公 民 館

22 水
9:30 ～

13:30 ～

塩 井 川 公 民 館

おぐに町民センター

23 木
9:30 ～

13:30 ～

宮 原 ７ 部 集 会 所

西 里 多 目 的 集 会 所

24 金
9:30 ～

13:30 ～

万 成 寺 公 民 館

旧 下 城 小 体 育 館

28 火
9:30 ～

13:30 ～

田 公 民 館

ゆ け む り の 館

30 木
9:30 ～

13:30 ～

黒 渕 公 民 館

杖 立 温 泉 会 館

5/  7 木
9:30 ～

13:30 ～

黒 渕 公 民 館

杖 立 温 泉 会 館

8 金
9:30 ～

13:30 ～

片 田 集 会 所

倉 原 公 民 館
12 火

9:30 ～

13:30 ～

北 里 ３ 部 集 会 所

室 原 公 民 館
13 水

9:30 ～

13:30 ～

宮 原 ７ 部 集 会 所

西 里 多 目 的 集 会 所

14 木
9:30 ～

13:30 ～

万 成 寺 公 民 館

旧 下 城 小 体 育 館

問



    質の高い教育をみんなに

：カンガルーのぽっけ　☎ 46-6656

：パラソルセンター　　☎ 46-5720

子育て
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※都合により変更となる場合がありますので、事前にご確認ください。

お休み

4/19（日）、4/26（日）、4/29（水・祝）、

5/3（日）～ 5/6（水・振替）、5/10（日）

4/18（土）、4/19（日）、4/26（日）、4/29

（水・祝）、5/3（日）～5/6（水・振替）、

5/8（金）、5/10（日）

４/１８(土)
地域食堂ゆうあい　
11：00 ～ 12：00

５/１３(水)
なかよしくまさん
10：30～ 12：00

４/２３(木)

ぼっけの日　

10：30～

※こいのぼりを作ろう♪

４/２５(土)
おもちゃ図書館“ミルク”
 9：30～ 12：00

５/　９(土)
おもちゃ図書館“ミルク”
 9：30～ 12：00

５/１３(水)

ブックスタート
13：30 ～

※６～７か月児健診のお子さんが対象です。

子育てイベント
日 付 会　場 内　　　　容

新学期スタート！
　新学期が始まりました。子どもたちは、たくさん

の夢や希望をもってスタートできたのではないで

しょうか。一方で、この時期は、学習や学校生活、

友だち関係の変化などでストレスを感じる子どもも

少なくありません。変化を見逃さず、発達段階に応

じたサポートをしていくことが大切です。

○子どもと話す時間を大切にしましょう。

　子どもが不安を感じていることに気づき、話を聞

いてあげることで子どもは安心感を得ることができ

ます。子どもの気持ちに寄り添いながら、子どもが

前向きになれる言葉かけができるといいですね。

○生活リズム、生活習慣に留意しましょう。

　早寝早起き、十分な休息やバランスのとれた食事

などで、心身のエネルギーを充実させることが大切

です。

　新年度、いろいろな出来事があると思います。失

敗することもあるかもしれませんが、子どもは試行

錯誤しながら成長していきます。温かく見守ってい

きましょう！

あみだ杉の館　☎46-3310

開館時間：10時〜13時、14時〜18時（月曜・祝祭日はお休み）

※13時～14時まで窓口はお昼休みです。

※紹介できてない本もあります。ぜひご来館ください。

今月のおすすめ絵本

今月のおすすめの1冊

「涙の箱」ハン・ガン （評論社）

「ぐるんぱのようちえん」
西内ミナミ：作
堀内誠一：絵　　（福音館書店）

「春になったらあけてください」
増井邦恵：作　
あべまれこ：絵　　（BL出版）

小国町教育委員会事務局　☎ 46-3317

新着本ご案内

★「時の家」（芥川賞）　　　　　　　　　鳥山まこと

★「叫び」（芥川賞）　　　　　　　　　　畠山丑雄

★「されどめぐる季節のなかで」　　　　　はらだみずき

★「最後の皇帝と謎解きを」　　　　　　　犬丸幸平

★「晴れの日の木馬たち」　　　　　　　　原田マハ

★「分水　隠蔽捜査１１」　　　　　　　　今野敏

★「神の蝶、舞う果て」　　　　　　　　　上橋菜穂子

★「家族」　　　　　　　　　　　　　　　葉真中顕

★「豊臣秀長 ある補佐役の一生 上・下」　堺屋太一

★「手放す勇気」　　　　　　　　　　　　和田秀樹

★「棺桶まで歩こう」　　　　　　　　　　萬田緑平

★「マリーアントワネット　コミック版世界の伝記」　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田せいこ

この世で最も美しく、すべての人のこ
ころを濡らすという「純粋な涙」を探
して旅をするおじさんと女の子の物語、
ノーベル文学賞受賞作家ハン・ガンが
描く大人のための童話です。

『ぼくは人をきずつけず、あい手に一回ゆずりたい』

７年度　小国小２年　佐藤 勇海さん
　（小国町人権カレンダー２０２６より）　

  人権メッセージ 

さとう いさみ
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「
た
い
せ
つ
な
お
別
れ
遠
足
」
　

　

３
月
６
日
、
「
お
別
れ
遠
足
」
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
１
年
間
、
小
国
小
学
校
を
支
え
、

リ
ー
ド
し
て
き
た
６
年
生
を
送
別
す
る
遠
足

で
す
。

　

４
月
か
ら
最
上
級
生
に
な
る
５
年
生
は
６

年
生
に
感
謝
を
伝
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
遠

足
成
功
に
向
け
運
営
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て

１
〜
４
年
生
を
引
っ
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
素
晴
ら
し
い
遠
足
に
な
る
よ
う
話
し

合
い
、
知
恵
を
集
め
、
準
備
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
10
時
過
ぎ
か
ら
雨
の
予
報
で
学
校

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　

は
じ
め
は
全
体
で
行
う
「
○×

ク
イ

ズ
」
で
６
年
生
に
関
す
る
ク
イ
ズ
が
出
題
さ

れ
、
体
育
館
は
〇
と×

の
声
と
ア
ク
シ
ョ

ン
で
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
教
室
へ
移
動
し
、
縦
割
り
班

ご
と
に
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
６
年
生
へ
の
質
問

タ
イ
ム
、
い
す
取
り
ゲ
ー
ム
等
で
、
会
場
は

大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

最
後
は
、
体
育
館
に
戻
っ
て
の
全
体
会
で
、

５
年
生
の
代
表
が
「
６
年
生
の
低
学
年
へ
の

や
さ
し
さ
を
見
て
、
自
分
た
ち
も
そ
ん
な
６

年
生
に
な
り
た
い
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

５
年
生
は
、
こ
れ
か
ら
卒
業
式
準
備
、
卒

業
式
出
席
と
経
験
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
４
月
に
、
第
18
期
の
小
国
小
学
校
６
年

生
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
シ
ャ
ー
メ
イ
ン
先

生
と
の
お
別
れ
も
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
小
国
小
学
校
が
で
き
る
前
か
ら
大

変
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
で
、
20
年
に
わ
た

り
小
国
の
子
ど
も
た
ち
に
生
き
た
英
語
を
楽

し
く
教
え
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
感
謝
、
先
生
の
新
天
地
で
の

ご
活
躍
を
祈
っ
て
、
真
心
を
こ
め
た
「
あ
り

が
と
う
、
Ｓ
Ｅ
Ｅ
　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
」
を
み
ん
な
で

伝
え
ま
し
た
。

▼
３
月
７
日
に
第
73
回
卒
業
証
書
授
与
式
を

挙
行
し
ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
授
与
や
祝
辞
等
の
あ
と
、
在
校

生
代
表
で
江
藤

寧
音
さ
ん
が
感
謝
の
思
い

を
込
め
て
送
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

卒
業
生
総
代
と
し
て
荒
尾

華
叶
さ
ん
が
３

年
間
の
思
い
と
、
先
生
方
、
後
輩
、
家
族
、

仲
間
へ
の
感
謝
の
思
い
を
述
べ
、
感
動
的
な

式
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
後
に
は
卒
業
生
の
別
れ
の
歌
「
遥
か
」

を
合
唱
し
、「
支
え
て
く
れ
た
人
へ
の
感
謝

を
胸
に
、未
来
へ
進
む
決
意
」
を
伝
え
ま
し
た
。

　

３
年
間
で
大
き
く
成
長
し
た
、
素
直
で
優

し
く
前
向
き
な
９
年
生
が
、
こ
れ
か
ら
の
大

き
く
飛
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
３
月
８
日
〜
10
日
の
３
日
間
。
台
湾
台
北

市
の
士
林
國
民
中
学
と
の
姉
妹
校
締
結
の
た

め
、
８
年
生
23
人
が
訪
台
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
行
わ
れ
た
士
林
國
民
中
学
で
の

姉
妹
校
締
結
式
で
は
、
士
林
中
の
生
徒
と
積

極
的
な
素
晴
ら
し
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
日
間
で
、
参
加
し
た
生
徒
、
及
び
本
校

に
と
っ
て
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
士
林
中
と
の
交
流
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
英
語
力
の
向
上
と
国
際
的
視

野
を
高
め
て
参
り
ま
す
。

〇
生
徒
の
感
想

　

士
林
中
生
は
と
て
も
明
る
く
接
し
方
も
優

し
く
、
積
極
的
で
会
話
も
は
ず
み
ま
し
た
。

と
に
か
く
す
べ
て
が
新
鮮
で
こ
ん
な
素
晴
ら

し
い
学
校
と
姉
妹
校
締
結
が
で
き
て
本
当
に

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
学
び
や
交
流
の
場
を
設
け
て
く
れ
た

小
国
町
、
学
校
の
先
生
方
、
士
林
中
の
方
、

一
緒
に
参
加
し
た
友
だ
ち
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
初
め
て
の
海
外
が
台
湾
で
こ
の
よ
う
な

形
で
行
け
た
の
は
本
当
に
僕
の
一
生
の
思
い

出
で
す
。
　
　

(
８
年
　

大
塚

天
惺
さ
ん
)姉妹校締結式

卒業生合唱「遥か」

お
お
つ
か

そ

ら

え
と
う   

ね

ね
あ
ら
お   

か
な
う

みんなで楽しくレクリエーションありがとう シャーメイン先生
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令
和
７
年
度
卒
業
証
書
授
与
式
を
挙
行

　

し
ま
し
た

　

３
月
６
日
(
金
)
、
令
和
７
年
度
卒
業
証

書
授
与
式
を
行
い
、
小
学
部
１
名
、
中
学
部

３
名
、
高
等
部
11
名
の
卒
業
生
が
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
と
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
当
日
は
、

在
校
生
や
保
護
者
、
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
出

席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
辞
で
は
西
村
校
長
が
、
卒
業
生
一
人
ひ

と
り
が
学
校
生
活
を
通
し
て
積
み
重
ね
て
き

た
学
び
や
成
長
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の

活
躍
へ
の
期
待
を
込
め
て
励
ま
し
の
言
葉
を

送
り
ま
し
た
。

　

在
校
生
代
表
の
「
送
る
言
葉
」
で
は
、

「
す
ぎ
の
こ
運
動
会
」
や
「
す
ぎ
の
こ
ま
つ

り
」
、
修
学
旅
行
、
運
動
部
で
の
活
動
な
ど

の
思
い
出
を
振
り
返
り
、
卒
業
生
へ
の
感
謝

と
と
も
に
「
こ
れ
か
ら
は
在
校
生
が
小
国
支

援
学
校
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
」

と
力
強
い
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
く
卒
業
生
代
表
の
「
お
別
れ
の
言
葉
」

で
は
、
学
校
行
事
や
日
々
の
学
習
を
通
し
て
、

仲
間
と
支
え
合
い
な
が
ら
困
難
を
乗
り
越
え
、

協
力
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
、
そ
し
て
、
友
だ

ち
、
先
生
、
家
族
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
悠

愛
の
職
員
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
、

「
『
あ
か
る
く
』
『
な
か
よ
く
』
『
た
く
ま

し
く
』
、
前
を
向
い
て
未
来
へ
歩
い
て
い
き

ま
す
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
晴
れ
や
か
な
姿
が
輝
く
、
心
に

残
る
卒
業
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
(
日
)
、
本
校
の
卒
業
式
が
厳

か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
や
わ
ら
か
な
春
の

光
に
包
ま
れ
る
中
、
今
年
度
は
卒
業
生
37
名

が
そ
れ
ぞ
れ
の
新
た
な
進
路
へ
と
力
強
く
歩

み
出
し
ま
し
た
。
式
に
は
、
多
く
の
ご
来
賓

な
ら
び
に
保
護
者
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
、

卒
業
生
の
晴
れ
や
か
な
門
出
を
と
も
に
祝
福

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
校
長
よ
り
卒
業
生
一
人
ひ
と
り

に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
式
辞
で

は
、
こ
の
３
年
間
に
お
け
る
挑
戦
と
努
力
の

積
み
重
ね
を
称
え
る
と
と
も
に
、
「
行
動
し

て
は
じ
め
て
成
長
す
る
、
困
難
を
避
け
ず
立

ち
向
か
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、

「
尚
志
・
勉
学
・
自
主
の
三
綱
領
を
心
の
拠

り
所
に
し
な
が
ら
小
国
郷
を
大
切
に
思
い
、

地
域
や
社
会
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
」
と
、
卒

業
生
の
前
途
を
祝
し
、
温
か
な
激
励
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

送
辞
で
は
、
在
校
生
代
表
が
「
先
輩
方
が

築
い
て
く
だ
さ
っ
た
学
校
の
伝
統
や
姿
勢
は
、

私
た
ち
の
誇
り
で
あ
り
目
標
で
す
」
と
感
謝

の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
新
し

い
環
境
で
も
、
こ
こ
で
過
ご
し
た
日
々
を
支

え
に
挑
戦
を
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
、
心
を

込
め
た
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
応

え
た
卒
業
生
代
表
の
答
辞
で
は
、
仲
間
と
過

ご
し
た
日
常
や
学
校
行
事
で
の
思
い
出
を
振

り
返
り
、
「
何
気
な
い
毎
日
の
積
み
重
ね
が
、

か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
っ
た
」
と
語
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
本
校
で
学
ん
だ
こ
と

を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
精
一
杯
努
力

し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
決
意
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
在
校
生
や
教
職
員
、
保

護
者
の
皆
様
の
温
か
な
拍
手
に
包
ま
れ
な
が

ら
、
卒
業
生
が
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

笑
顔
と
涙
が
あ
ふ
れ
る
中
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す
希
望
に
満
ち
た
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

卒業生お別れの言葉

卒
業
式
の
様
子

卒業証書授与
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公立病院ニュース

「みんなで未来を考える会」発足
小国郷公立病院組合　事業管理者・事務局長　玉飼　博之

　いつも小国郷公立病院組合の運営にご協力・ご支援をいただきましてありがとうございます。

　令和５年度に事務局長就任以来掲げております「小国公立病院は、地域に溶け込み、小国郷にとって当たり前の

ものにしたい」という目標から、「社会インフラは、地域から必要とされていなければならない」と考え、「自前

主義：内製化への回帰」と「惰性からの脱却」をし、ローコストオペレーションで病院組織を戦略的に再構築する

こととしています。

　今回、事業管理者直轄の組織として発足したメンバーをご紹介致します。

　当院ではこのたび、職員が主体となり病院の未来について考える取り組み

として、「みんなで未来を考える会」が１３人で発足しました。本会では、

職種や部署の垣根を越えて職員が集まり、「これからの病院のあり方」や

「地域に求められる医療とは何か」について自由に意見を出し合い、よりよ

い病院づくりを目指していきます。まずは院内の意識改革を進め、職員一人

ひとりが病院の未来を自分ごととして考えられる環境づくりに取り組んでい

きます。そして今後は、地域の皆さまの声にも耳を傾けながら、地域に必要

とされ、地域に貢献できる病院となることを目標に活動を広げていく予定で

す。「みんなで未来を考える会」は、職員だけでなく、将来的には地域の

方々とも一緒に病院の未来を考えていく場にしていきたいと考えています。

　これからも当院は、地域の皆さまとともに歩み、信頼される病院づくりに

努めてまいります。

《リーダーコメント》

　「みんなで未来を考える会」は、職員一人ひとりが病院の未来を自分た

ちの手で考え、行動していくことを目的に立ち上げました。地域に必要と

され続ける病院であるためには、職種や立場を越えて知恵を出し合い、挑

戦していくことが大切だと考えています。

　この会を通して、職員の想いを形にしながら、地域の皆さまとともに病

院の未来をつくっていけるよう取り組んでまいります。

みんなで未来を考える会メンバー

(右)リーダー　　：坂下 拓也（リハビリテーション科　作業療法士）

(左)サブリーダー：長　 孝樹（事務局会計係 会計主事）

調剤薬局　休日開局当番表 『4月 11 日 ( 土 ) ～ 5 月 10 日 ( 日 )』

小国調剤薬局　☎46-5736　 ユニスマイル薬局小国店　☎46-6320　 きよらのさと薬局  ☎ 42-0284

当番薬局

小国調剤薬局

ユニスマイル薬局 小国店

きよらのさと薬局

4/11(土) 4/12(日) 4/18(土) 4/19(日) 4/25(土) 4/26(日) 5/2(土) 5/3(日) 5/9(土) 5/10(日)

9-13 時

9-13 時-

-

-9-12時

9-13 時

9-13 時-

-

-9-12時

9-13 時

9-13 時-

-

-9-12時

9-13 時

9-13 時-

-

-9-12時

9-13 時

9-13 時-

-

-9-12時

オンライン診療車「柴三郎号」運行予定表Ｒ８年４月の詳細は、

小国公立病院ホームページ・公式ＬＩＮＥ・院内電子掲示板

（デジタルサイネージ）をご確認ください。
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３25

　

３
月
の
市
況
は
、
気
温
の
上
昇
に
よ
り
過

ご
し
や
す
い
日
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
入
荷

量
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

杉
材
の
動
向
と
し
て
は
、
４
ｍ
・
20
〜
28

㎝
材
は
入
札
が
少
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、

や
や
停
滞
気
味
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

３
ｍ
・
20
〜
28
㎝
材
は
直
材
を
中
心
に
、
高

値
で
の
取
引
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

桧
材
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
変
化
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
30
㎝
を
超
え
る
大
径
木
に
つ

い
て
は
、
輸
出
業
者
の
需
要
が
強
く
、
杉
桧

と
も
に
最
低
単
価
が
わ
ず
か
に
上
昇
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
４
月
に
は
優
良
材
市
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
来
月
号
で
掲

載
い
た
し
ま
す
。

ヤ
マ
ブ
キ
　

バ
ラ
科
ヤ
マ
ブ
キ
属

日
本
全
国
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
山
吹
色
の
ヤ
マ
ブ
キ
で
す
。

一
重
咲
き
や
八
重
咲
の
も
の
が
あ
り
、
湿

地
を
好
む
性
質
の
た
め
堤
防
、
河
川
敷
な
ど

で
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
万
葉
集
に
は
19
首
も

読
ま
れ
て
お
り
古
来
か
ら
春
を
告
げ
る
花
と

慕
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

花
言
葉
は
金
運
、
気
品
、
崇
高
。
一
方
八

重
咲
の
ヤ
マ
ブ
キ
は
実
を
つ
け
な
い
為
子
孫

が
繫
栄
し
な
い
と
、
庭
先
に
植
え
る
の
を
嫌

う
迷
信
も
あ
り
ま
す
。

金
運
か
子
孫
繁
栄
か
悩
む
必
要
は
な
い
と

個
人
的
に
は
思
い
ま
す
が
⁉

木
材
価
格
の
状
況

樹
木
の
い
ろ
い
ろ
(
14
)

（単位：円・１㎥あたり）木 材 市 況 状 況

※より詳細な市況は、小国町森林組合共販係（☎46ｰ2411）まで

共　　販　　日 3月 2日 3月 18日

販　売　数　量 1,676㎥ 1,237㎥

販　売　金　額 20,943千円 14,912千円

総　　平　　均 12,499円 12,054円

樹種 長さ 直径 直 材 平 均 高  値 直 材 平 均 高  値

杉

４ｍ

7 ～ 10

12,430 12,430 12,010 12,010

14 ～ 16

11 ～ 13

14,390 15,890 15,250 16,000

18 ～ 22 12,230 13,200 13,130 13,200

24 ～ 28 13,480 14,000 13,230 13,600

30cm 上 13,580 14,880 14,810 17,200

３ｍ

 　7 ～ 10

11,500 11,500 11,750 12,000

14 ～ 16

11 ～ 13

14,200 15,200 13,950 14,800

18 ～ 22 14,100 14,600 14,400 15,000

24 ～ 28 14,050 14,500 14,600 14,690

30cm 上 12,330 13,150

15,510 18,610

18,070 18,200

21,460 23,880

13,370 14,890

２ｍ 16cm 上 ー ー ー ー

ー ー ー ー

ー ー ー ー

６ｍ

14 ～ 18 ー ー ー ー

ー ー

ー ー

ー ー

20 ～ 28 13,430 15,550 16,000 13,000

30cm 上 16,100 17,000

桧 ４ｍ

10 ～ 18

ー ー

20 ～ 28

30cm 上

　坂本善三美術館で、春の恒

例となりましたおぐに木工展

が開催中です。

　よしの木工から引き継いだ

技と若い職人の感性で、誰か

に贈りたくなるものづくりを

心掛けています。

　暮らしになじむカフェオレ

ボウルや、華やかなギフトに

もなるケーキスタンドといっ

た新作も並びます。

　ぜひ手に取ってご覧くださ

い。



北
部
分
署

消防 ・防犯

14
OGUNI 2026.4

   

374

通報・相談先
46-2110

312

北
部
分
署

北
部
分
署

消
防
署
だ
よ
り

北
部
分
署

阿

火災・救急救助は
119番

お問い合わせは
46-4411番

春
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

　

春
も
ま
だ
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
焚
火
や
野
焼
き
は
風
の
強
い
日

　

は
行
わ
な
い

・
火
を
使
用
し
て
い
る
と
き
は
、

　

そ
の
場
を
離
れ
な
い

・
消
火
用
の
水
や
消
火
器
を
準
備

　

す
る

「
少
し
だ
け
」
の
油
断
が
火
災
に
つ
な

が
り
ま
す
。
火
の
元
の
確
認
を
習
慣
に

し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
早

期
発
見
に
非
常
に
有
効
で
す
。
ボ
タ
ン

を
押
す
、
ま
た
は
紐
を
引
い
て
、
正
常

に
作
動
す
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
交
換
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

・
設
置
か
ら
十
年
以
上
経
過

・
警
報
音
が
鳴
ら
な
い

・
電
池
切
れ
の
警
告
音
が
す
る

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
定
期
的
な

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
Ｖ
出
演
被
害
問
題
対
策
の

　

推
進
に
つ
い
て

　

Ａ
Ｖ
(
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
)
出
演
被

害
問
題
は
、
詐
欺
や
脅
迫
的
な
言
動
に

よ
っ
て
、
強
制
的
に
出
演
さ
せ
ら
れ
た

り
、
拒
否
す
る
と
多
額
の
違
約
金
を
請

求
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
出
演
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
と
い
う
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

　

本
人
の
意
に
反
し
て
Ａ
Ｖ
へ
の
出
演

を
強
い
る
よ
う
な
行
為
は
、
長
期
に
わ

た
り
精
神
的
・
肉
体
的
な
苦
痛
を
も
た

ら
す
深
刻
な
人
権
侵
害
で
す
。

　

警
察
で
は
、
４
月
を
Ａ
Ｖ
出
演
被
害

問
題
の
被
害
防
止
を
含
め
た
「
若
年
層

の
性
暴
力
被
害
予
防
月
間
」
と
位
置
づ

け
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
対
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

子
供
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

利
用
に
よ
る
犯
罪
被
害
防
止

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
子
供
に

有
害
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
興
味
本
位
、
安
易
な
気
持
ち
か
ら
、

子
供
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
見
知
ら
ぬ
人

と
知
り
合
い
、
様
々
な
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
る
事
件
が
本
件
で
も
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

◇
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
の
利
用

　

有
害
情
報
が
含
ま
れ
る
サ
イ
ト
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
機
能
で
、
加
入

は
保
護
者
の
責
任
で
す
。

◇
家
庭
の
ル
ー
ル

　

子
供
も
受
け
入
れ
や

す
い
家
庭
の
ル
ー
ル
は
、

保
護
者
と
子
ど
も
が
話

し
合
っ
て
決
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、

禁
止
ル
ー
ル
よ
り
「
〇
〇
す
る
時
は

〜
」
と
い
う
条
件
付
き
が
子
供
に
と
っ

て
守
り
や
す
い
ル
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

<

警
察
相
談
電
話>

☎
＃
９
１
１
０

<
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
　

ゆ
あ
さ
い
ど
く
ま
も
と>

☎
＃
８
８
９
１

☎
０
９
６-
３
８
６-

５
５
５
５
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お知らせ

「おぐに木工展 Vol.9」
開催のお知らせ

令和 8 年度有害鳥獣侵入
防止柵購入費助成について

　有害鳥獣から農作物やシイタケを守るため、侵入防

止柵（電気牧柵、ワイヤーメッシュ柵、しかネット等）

を購入・設置した場合の経費の一部を助成します。（役

場へ申し込む前に購入した資材は、補助の対象になり

ません。）

◎対 象 者　小国町に住所を有する農業者

◎対 象 地　田、畑、シイタケのほだ場、採草地

◎対象経費　侵入防止柵の資材費及び修繕費

◎補 助 率　補助対象経費の 1/2 以内、

　　　　　　上限額 10 万円、下限額 5千円

◎補助条件　24 時間 365 日設置通電を実施すること。

　　　　　　適切な設置及び維持管理を行うこと。

　　　　　　電気牧柵を設置する場合は、ソーラー式

　　　　　　のものに限る。

　　　　　　（ただし、シイタケのほだ場のみ電池式

　　　　　　の設置可）

　なお、令和 7 年度以前に申請された方も申請が可能

です。その他補助条件等ありますので、申し込みを希

望される方は、下記までお問い合わせください。

　　　　　　小国町役場産業課　農政係　☎46-2112

　小国町内の工房・作家の木工作品を展示販売する「お

ぐに木工展」が、坂本善三美術館で開催中です。食器

やおもちゃ、アクセサリー等の雑貨から家具まで様々

な木工作品が集まります。それぞれの作り手の個性や

技が光る作品は、見るだけでも楽しめます。贈り物や

お土産などにもおすすめです。

◎日　時 3月19日(木)～5 月10日(日) 9 時～17 時

◎場　所　坂本善三美術館 本館

◎休館日　月曜日

　　　　　（ただし 5月 4日は開館。5月 7日が休館）

◎入　場　無料 

           　　　　　　坂本善三美術館　☎46-5732

問

問

坂本善三美術館 4月 1日から
町民入館無料

展覧会のお知らせ

　坂本善三美術館 4月 1日から町民入館無料

　令和 8 年 4 月 1 日から、坂本善三美術館への町民の

入館が無料となります。

　今年は下記のような展覧会を企画しています。入館

無料を機に、気軽に美術館にお立ち寄りいただければ

幸いです。

 また、展覧会のほかにも、ZENZO アートフリマや美術

教室など様々な行事があります。その都度広報などで

お知らせしますので、皆さんのご来館をお待ちしてい

ます。

【坂本善三美術館年間展示スケジュール】

〇3月 7日ー 5月 24 日

善三美術館のコレクションたちーこの場所で描く、

この場所を描く

〇5月 30 日ー 8月 30 日

自然から教わったことー坂本善三のまなざしと絵画

〇9月 5日―11 月 29 日

善三先生の小さな仕事

〇12 月 5 日―2027 年 2 月 21 日

柚木沙耶郎と坂本善三―暮らしの中のかたち

〇2月 27 日―5月 16 日

コレクション・リーディング vol.9

解釈を考える善三展「あなたはどう思った？」

【庭でのプロジェクト】

〇5月 30 日―8月 30 日

「庭ごと」

善三美術館の庭を舞台に、庭造りやアートを体験

〇8月 9日、9月 27 日、10 月 4 日（予定）

「柿渋座」

善三美術館の外壁に柿渋を塗るプロジェクト

　坂本善三美術館では「善三美術館のコレクションた

ち―この場所で描く、この場所を描く」を開催してい

ます。坂本善三をはじめ、宮崎静夫、末田龍介など小

国町ゆかりの作家の作品や、豊福知徳の阿弥陀杉の大

枝を使った彫刻などを展示。ぜひ、この土地の魅力を

感じる作品をお楽しみください。

◎日　時　3月 7日(土)～ 5月24日(日）9時～17時

◎場　所　坂本善三美術館（黒渕 2877）

◎休館日　月曜日

　　　　　（ただし5月 4日は開館。5月 7日が休館。）

　　　　　　　　　　　坂本善三美術館　☎46-5732

　一般財団法人学びやの里様より、町の教育事業のた

め寄附をいただきました。

　ご厚意に感謝し厚く御礼申し上げるとともに、ご意

向に応えられるよう有意義に活用させていただきます。 問

￥ 寄附のお礼

さかもとぜんそう                  みやざきしずお   すえだりゅうすけ

とよふくとものり



こども誰でも通園制度が
始まります

小国町学校給食費改定等の
お知らせ

スポーツ安全保険の
加入について

令和 8年度農作業安全講座
（大特、けん引）受講申込について
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お知らせ

　「こども誰でも通園制度」とは、こどもの育ちを応

援し、子育て家庭に対して多様な働き方やライフスタ

イルに関わらない形での支援を強化するため、保育所

等に通っていないこどもを対象に、保護者の就労条件

などを問わず、利用できる制度です。

◎開始時期　令和 8年 4月 1日

◎対象となる児童　利用日時点において、次のすべて

　　　　　　　　　の事項に該当する児童

　・小国町に住民票があること

　・0歳 6カ月から満 3歳未満であること　　　　

　・保育所等に通園していないこと

◎利用可能時間　こども 1人につき月 10 時間まで

◎利用可能施設

　・認定こども園小国幼稚園

　・小国町立宮原保育園

◎利用料金　こども 1人につき 1時間あたり 300 円

※給食費や諸経費等、別料金がかかる場合があります。

　　　小国町役場 福祉課　子ども未来係　☎46-2116

　小国町学校給食については、安全安心でおいしい給

食を児童・生徒に届けるよう日々努力しているところ

です。

　そのような中、近年の物価高騰は食材費購入に大き

く影響しており、献立を工夫するなどしていますが、

保護者の皆さん方から納付いただいた給食費のみでは

賄うことはできず、不足分を町費で補填させていただ

いています。

　令和 8 年度分から、材料費相当分を賄うと共に、子

どもたちから要望の多かった小国ジャージー牛乳を利

用するため給食費を改定させていただきました。

　一方、同年度からスタートする、国の公立小学校給

食費無償化を契機に保護者の負担軽減措置を実施する

こととしました。

　これにより、実質的には、小学校児童分については

完全無償化し、中学校生徒分については、令和 7 年度

と同額の給食費とすることとしました。なお、保護者

の方の減免の手続きはありません。

　町民の皆さまには大変厳しい中とは存じますが、ご

理解とご協力をお願い申し上げます。

◎児　　童　月額     0円（規定の給食費 5,700 円）

◎生　　徒　月額 4,700円（規定の給食費 6,800 円）

◎実施時期　令和 8 年 4 月～

　　小国町教育委員会事務局学校教育係　☎46-3317

　　小国町学校給食センター　    　　　☎46-3515

　スポーツ安全保険の令和 8 年度加入受付が 3 月から

始まっております。

　「小さな掛金で充実補償・熱中症も対象」の特徴が

あり、活動中の万一のケガや賠償責任に備え、スポー

ツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動、レ

クリエーション活動など、4 名以上のアマチュア団体、

グループが御加入いただけます。

　手続きはインターネット（スポあんネット）で簡単、

便利に御加入いただけます。

　保険の詳しい内容、資料の請求は、ホームページを

ご覧ください。

https://www.sportsanzen.org

　　スポーツ安全協会　

　　☎03-5510-0033

　一般農業者が農耕車限定大特・けん引免許を取得で

きる講座です。

◎対 象 者　専業農家又は第１種兼業農家ほか

　　　　　　（ただし、諸条件があります。）

◎受講場所　熊本県立農業大学校

◎受 講 料　大特 6,200 円、けん引 7,000 円

　　　　　　（運転免許更新等費用が別途必要になり

　　　　　　 ます。）

◎申込期限　令和 8年 4月 24 日（金）

※応募者多数の場合は、抽選となりますのでご了承く

　ださい。

　申し込みを希望される方は、下記までお問い合わせ

ください。

　　　　　　小国町役場産業課　農政係　☎46-2112問

問

問

問

問



災害ごみの出し方
消費生活相談からのお知らせ
（～自然災害に関連する消費者トラブルを未然に防ぐために～）

おくやみのお知らせ

お知らせ
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　今年は、熊本地震から 10 年となります。

　災害が発生すると、生活ごみ（普段排出しているご

み）のほかに災害ごみ（壊れた家財や家電など）が大

量に発生することが想定されます。これらのごみは排

出方法が異なるため、適切な分別と排出へのご協力を

お願いします。

◎生活ごみは各家庭で一時保管を

　災害発生直後は、ごみ処理施設

の稼働確認や被害地域の道路交通状況の安全確認を行

うために、ごみ収集を一時的に停止する場合がありま

す。収集が再開するまでの間は、生活ごみは自宅で一

時保管していただくようお願いいたします。

◎災害ごみは分別して仮置き場へ

　大規模な災害が発生した場合に

は、災害発生から数日後に災害ご

みの仮置き場を設置します。場所や時間、分別方法な

どは、避難所の掲示板や公式 LINE、ホームページなど

でお知らせします。

　災害時の円滑なごみ処理は、地域の早期復旧につな

がります。災害時には町からのお知らせを確認し、適

切な排出にご協力をお願いします。

　　　　小国町役場 税務住民課 支援係　☎46-2115

　　今年は、熊本地震から 10 年となりますが、毎年、

全国各地で地震や台風、豪雨などの自然災害が続いて

います。これに伴い、全国の消費生活センターには、

災害を口実にした悪質商法に関する消費者トラブルが

多く寄せられています。

 住宅修理や点検商法、訪問販売などのトラブルを避

けるためには、十分な確認と慎重な対応が重要です。

トラブルを防ぐため、全国の消費生活センターに寄せ

られた相談事例をいくつかご紹介します。

相　談　事　例

【事例 1】地震

　「すぐに屋根の工事をする」

と訪問してきた事業者に依頼し

たが高額すぎるので解約したい。

【事例 2】台風

　「補償対象地域になった」と

電話がかかってきて来訪した事業者と保険の申請代行

の契約をしたが不審だ。

【事例 3】

　台風で宿泊施設まで行くことが困難なのに 100％の

キャンセル料がかかり納得できない。

【事例 4】

　分電盤を点検すると来訪した

事業者に「先日の地震で分電盤

が原因の火災が多数あったので

取り替えた方が良い」と不安を

あおられ契約してしまった。

トラブルに遭わないために

・複数の事業者から見積もりをとったり周囲に相談し

たりして慎重に検討しましょう。

・自然災害に関連したさまざまな消費生活トラブルが

　発生することを知っておきましょう。

　（相談事例 3の様に間接的トラブルもあります。）

・加入している保険の対象範囲や申請方法を把握して

　おきましょう。　

　　　 消費生活相談室（毎週火曜）　　 ☎46-2208　

　　　 小国町役場 税務住民課 支援係　☎46-2115

令和 8年 2月 15 日～ 3月 14 日 届出・掲載希望者分

小国町役場税務住民課　住民係  ☎ 46-2115

2/15

2/22

2/23

2/25

3/1

3/6

3/8

3/13

78

95

102

91

81

97

89

90

逝去日
いしまつ   え つ こ

石松 エツ子
 よしだ    す  え

吉田 スエ
しば       し ず こ

芝　 シヅ子
あきよし   た ま え

秋吉 タマヱ
すがはら   み え こ

菅原 美重子
か い だ   ゆうこ

甲斐田 悠子
 かわづ   やすこ

河津 保子
しもじょうしゅんじ

下城 俊二

いしまつ   しんじ

石松 伸二
 よしだ   としゆき

吉田 利幸
しば      せいいち

芝　 誠一
あきよし  たけのり

秋吉 武典
すがはら   しんご

菅原 伸吾
 か  い  だ   ひでとし

甲斐田 英俊
 かわづ   しんじ

河津 信次
しもじょう たつや

下城 龍也

逝去者氏名 年齢 喪主 行政区

黒渕 古屋

宮原 上町

宮原 片田

西里 岳湯下

下城 田原上

宮原 殿町

下城 湯鶴

上田 中河内上

（敬称略・対応できない文字は正字で表記）

問

問

問

問



入札日：令和 8年 3月 23日入札結果
工　事　・　委　託　名 業　者　名 請負・委託額 (円 )

小国町耐震改修促進計画改定業務委託

切通トンネル照明施設更新詳細設計業務委託

東亜建設技術㈱熊本営業所

サンコーコンサルタント㈱

5,159,000

4,422,000

　身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳又は精神

障害者保健福祉手帳をお持ちで、歩行が困難な方は、

申請を行うことで軽自動車税を全額免除できる制度が

あります。

　令和 8 年度から、減免制度の対象が障害者と生計を

一にする人が所有する車両も新たに減免の対象となり

ます。また、家族運転の場合の減免対象となる障害の

種類・等級が拡充されました。（本人運転と同等）

　減免を希望する方は、下記のものを持って小国町役

場税務住民課までお越しください。

　≪持参するもの≫

●身体障害者手帳等

●マイナンバーカード又は通知カード

●車検証（コピー可。生計を一にする方及び常時介護

　する方（福祉事務所の証明が必要）が所有する軽自

　動車も対象に含まれます。）

●運転免許証かマイナ免許証

※マイナ免許証の場合、マイナ免許証の新規取得、更

　新時等に交付される「免許情報記録確認書」か、マ

　イナポータルの免許情報の画面を窓口で確認

≪申請期限≫

令和 8年 4月 30 日（木）まで

※納期限を過ぎると、減免申請の受付ができませんの

　で、ご注意ください。

　　　　小国町役場税務住民課　税務係　☎46-2130

※普通自動車の減免については、下記までお問い合わ

　せください。

　　　　熊本県自動車税事務所　　　☎096-368-4020

　　　　熊本県県北広域本部課税課　☎096-825-4124問

問

問

令和 8年度前期「技能検定」
国家試験の実施について

　技能検定は、働く方々の技能を一定の基準より検定

し、国として証明する国家検定制度で、技能に対する

社会一般の評価を高め、働く方々の技能と地位の向上

を図ることを目的として、職業能力開発促進法に基づ

いて実施しています。

　技能検定は、職種ごとに特級、1 級、2 級及び 3 級

に区分するものと、等級を区分しない単一等級があり、

試験は実技試験と学科試験により行われます。

　合格者には、特級、1 級及び単一等級は厚生労働大

臣名、2 級及び 3 級は熊本県知事名により合格証書と

技能士章が交付され「技能士」と称することができます。

　なお、技能検定実技試験と同時に技能五輪全国大会

熊本県地方予選会を兼ねて実施します。

◎受付期間

　令和 8年 4月 6日 (月 )から 4月 17 日 ( 金 ) まで

◎実施期間

　令和 8年 6月 10 日 ( 水 ) から 9月 9日 (水 )まで

　※ただし 3級職種は、8月 9日 (日 )まで

◎合格発表

　令和 8年 10 月 2 日 ( 金 )

　※ただし、3級職種は 8月 28 日 ( 金 )

　※受検手数料の納付は全て「銀行振込」に限らせて

　　いただきます。

※詳しくは、下記までお問い合わせください。

　　熊本県職業能力開発協会 検定訓練課 大塚、井

　　電子応用機械技術研究所内

　　☎(096)285-5818　FAX(096)285-5812

　　ホームページ URL https://www.noukai.or.jp

　今月の町税についてお知らせします。

◎軽自動車税　　〇納　期　限　4月 30 日（木）

　　　　　　　　〇口座振替日　4月 27 日（月）

　税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお願

いします。

　　　　　小国町役場税務住民課 税務係　☎46-2130

問

問

￥ 税告知板

軽自動車税の減免について
のお知らせ

お知らせ
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お知らせ



お知らせ
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経済センサスー活動調査のキャンペーンサイト

https://www.e-census2026.go.jp/ 経済センサス2026     検索

経済センサスとは？

◯経済センサスとは、日本国内の企業や事業所の売上金額や経済活動を把握す

るためのものです。

◯令和８年６月１日を基準日として、全国すべての事業所が対象です。

◯回答方法は以下の２とおりです。

　　１，インターネット回答

　　２，紙での回答

※４月から５月にかけてインターネット回答に必要な書類が郵送されます。

　インターネット回答は簡単にログインでき、期間中は２４時間いつでも回答

が可能です。

簡単で便利なインターネット回答を利用しましょう！

　　　　　　　　　　　　　　　小国町役場情報政策課　情報係　☎46-2118問



21
OGUNI 2026.4

おぐにのカレンダー　４/１6〜５/１５

無料法律相談
10：00 ～ 15：00
おぐに町民センター

☎46-2115

年金相談【予約制】
10：00 ～ 15：00
おぐに町民センター

☎096-367-2503

日 月 火 水 木 金 土

16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 5/1 2

3 4 5 6 7 8

10 11 12 13 14 15

消費生活相談
9：00 ～ 16：00
小国町役場税務住民課

☎46-2115

消費生活相談
9：00 ～ 16：00
小国町役場税務住民課

☎46-2115

消費生活相談
9：00 ～ 16：00
小国町役場税務住民課

☎46-2115

消費生活相談
9：00 ～ 16：00
南小国町役場総務課

☎42-1112

消費生活相談
9：00 ～ 16：00
南小国町役場総務課

☎42-1112

消費生活相談
9：00 ～ 16：00
南小国町役場総務課

☎42-1112

ジョブカフェブランチ
13：00 ～ 16：30
おぐに町民センター

予約優先・相談無料
☎0967-22-8178

行政相談
10：00 ～ 12：00
おぐに町民センター

☎46-2115

心配ごと相談
10：00 ～ 12：00
おぐに町民センター

小国町社会福祉協議会

☎46-5575

消費生活相談
9：00 ～ 16：00
南小国町役場総務課

☎42-1112

３歳児健診
【受付】
13：15～13：30
おぐに町民センター
☎46-2116

消費生活相談
9：00 ～ 16：00
南小国町役場総務課

☎42-1112

3～ 4ヶ月児健診
6～7ヶ月児健診
【受付】
13：15～13：30
おぐに町民センター
☎46-2116

㊡小国公立病院
☎46-3111

㊡一の宮整形外科
☎22-3911

㊡小国公立病院
☎46-3111

㊡松見内科
  クリニック
☎22-0260

㊡小国公立病院
☎ 46-3111

㊡眼科 古嶋医院
☎34-0008

㊡小国公立病院
☎ 46-3111

㊡小野主生医院
☎32-0039

㊡小国公立病院
☎46-3111

㊡脇胃腸科
☎32-2500

㊡小国公立病院
☎ 46-3111

㊡古閑医院
☎22-3000

㊡小国公立病院
☎ 46-3111

㊡大阿蘇病院
☎22-2111

㊡小国公立病院
☎ 46-3111

㊡問端内科
☎32-0102

水 道 当 番 店
日 付 当       番 電話番号

５
月

3㈰・㈷

4㈪・㈷

5㈫・㈷

6㈬・㈷

10㈰

志 屋 水 道
( 有 ) 伊 藤 設 備
瀬 尾 設 備

伊 藤 鉄 工 所
宮 崎 ポ ン プ 店
吉 野 住 設

( 有 ) 宇 野 電 器
( 有 ) 財 津 総 業
キ タ ザ ト 商 店

( 有 ) 産 興
( 有 ) 穴 井 住 設
宮 崎 水 道

北里電業水道設備(有)
志 屋 水 道
( 有 ) 伊 藤 設 備

☎46-2240
☎46-2819
☎46-6148

☎46-2507
☎46-2331
☎46-5048

☎42-1009
☎46-4625
☎46-2986

☎46-4625
☎46-2986
☎46-3580

☎46-2343
☎46-2236

☎090-3602-8036

日 付 当       番 電話番号

４
月

19㈰

26㈰

29㈬・㈷

宮 崎 ポ ン プ 店
吉 野 住 設
( 有 ) 宇 野 電 器

( 有 ) 財 津 総 業
キ タ ザ ト 商 店
( 有 ) 産 興

( 有 ) 穴 井 住 設
宮 崎 水 道
北里電業水道設備(有)

☎46-2236
☎090-3602-8036

☎46-2240

☎46-2819
☎46-6148
☎46-2507

☎46-2331
☎46-5048
☎42-1009

㊡＝休日在宅医
※カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更されることが

　あります。その場合はラジオや文字放送でお知らせします。

　また、休日在宅医は気象状況等により、休院になる可能性も

　ありますので受診前には必ず電話でご確認ください。
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令和８年３月１日現在（前月比）

総人口 ６,０９９人（－　６）

男　性 ２,９１８人（－１１）

女　性 ３,１８１人（＋　５）

世帯数 ２,９９０戸（＋　３）
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小国中学校と台湾士林国民中学校が姉妹校締結

　３月８日から３月１０日まで、小国中

学校の８年生２３名が、台湾士林国民中

学校との姉妹校締結式参加のため台湾に

滞在しました。

　１日目は、観光地である九份へ向かい

ました。生徒たちは相談をしながら売店

に入りお土産を買ったり、飲食店で飲み

物を買ったりと、勉強している英語を駆

使しながら上手にコミュニケーションを

とっていました。

　２日目は士林国民中学校との姉妹校締

結式と交流行事の日でした。

　式典には林士林区長をはじめ、胡士林

中学校長、真嶋小国中学校長、士林区役

所の方々、士林中学校のＰＴＡの方々、

両校の生徒達が参加しました。

　締結は両校長が協定書に署名を行い、

立会人として、士林区からは教育局の李

さん、小国町からは村上教育長が署名を

行いました。最後は来賓者で記念撮影を

行い、式典は幕を閉じました。

　バスで移動し、次に向かったのは故宮

博物院。交流行事として士林中学校の生

徒達と一緒に院内を回り、思い思いの展

示物を興味深そうに見て回っていました。

　最終日は龍山寺と中世記念堂に向かい

ました。生徒たちは、ガイドさんの説明

を聞きながら、楽しんでいました。

　台湾での全行程を終了し、生徒たちは

桃園空港から熊本空港へ帰り、その後バ

スで小国中学校へ帰ってきました。

　今回の台湾訪問を経て、生徒たちの国

際交流への関心の向上や、士林中学校と

のさらなる交流が進むことを期待してい

ます。

こ

り

こきゅう

りゅうざんじ   ちゅうせいきねんどう

とうえんくうこう

ましま

きゅうふん


